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本日から国公立大一般選抜の出願がスタートし、大学入試が本格化する。2022 年度入試も新型コロナ感染拡

大の影響を受けての実施となるが、今年の受験生の志望校や進路選択における傾向はどう変化しているか。河

合塾では進路担当の高等学校教員を対象に、アンケート調査を実施した。下記にその結果をまとめた。 

 

■大学入試の緩和で「チャレンジ志向」強まる、コロナ禍の影響で学部系統選びに変化も 

河合塾では、昨年 10 月下旬から 12 月中旬にかけて、進路指導に携わる高等学校の教員を対象に入試分析報

告会を実施した。ご参加いただいた教員に受験生の進路選択の意識変化についてアンケート調査（文末※参照）

を行った。 

＜グラフ１＞は今年の受験生の志望校選定に関する傾向などについて質問した結果である。 

 「①総合型・学校推薦型を積極的に利用したがる傾向」は、「強まっている」「やや強まっている」を合わせ

た「強まる」傾向が全体の７割を超えた。近年、多面的評価のため総合型・学校推薦型選抜を拡充する動きが

みられるが、受験生が入試方式のひとつとして積極的に検討している様子がうかがえる。 

 「②チャレンジ志向（目標を高く設定する傾向）」は、「強まる」傾向が全体の３割を占めた。また、「弱ま

っている」「やや弱まっている」を合わせた「弱まる」傾向は、前回調査した 2020 年度入試と比べて低くなっ

ており、受験人口減にともなう大学入試の緩和が受験生のチャレンジ志向を高めているようだ。 
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＜グラフ１＞志望校・受験校選定における受験生の傾向について 
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 「③就職を意識した学部系統選びをする傾向」は、「強まる」傾向が 57.4％を占めた。コロナ感染拡大前の

2020 年度入試時と比べて、「強まる」傾向の割合は 25％上昇しており、コロナ禍の経済悪化や一部で採用を取

りやめる動きがあることから、受験生がより就職を意識して学部系統を選んでいることが分かる。実際に、法

学系や難関資格系の学部系統に志望者が集まる傾向がみられ、コロナ禍が受験生の志望に影響を及ぼしている。 

 コロナ禍の影響は、他のアンケート結果にもみられる。「④通学可能な範囲の大学を選ぶ志向」は、「強まる」

傾向が半数を超えた。「変化なし」「弱まる」傾向はともに 2020 年度入試時よりダウンしており、コロナ禍で

家庭の経済状況が悪化したり、大学のオンライン授業化により通学機会が減るなど、学生生活の変化が影響し

たものとみる。 

 「⑤大学・短大より専門学校を選ぶ傾向」は、「変化なし」の回答が７割を占めており、高校教員が大きな

変化を感じていない様子がうかがえる。ただし「弱まる」傾向の割合は、「強まる」傾向の割合を上回ってお

り、短大を含めた「大学」への進学志向が強い状況がうかがえる。 

 

■「奨学金の活用を考える生徒」は６割を超える先生が実感 

＜グラフ２＞は、進路選択や奨学金の活用についてである。 

「⑥進路選択・決定における保護者の意向」は、「強まる」傾向が５割を占めた一方、「弱まる」傾向はほと

んどみられない。近年、この割合はほとんど変動せず、子どもの進路決定に保護者が深く関わる傾向に大きな

変化はないと言って良いだろう。 

「⑦奨学生・奨学金制度の活用を考える生徒」の割合は、６割を超える先生が増えていると実感している。

近年大学独自の奨学金制度の導入が進んでいることや、国による新しい修学支援制度の周知が進んだことから、

活用を考える傾向はますます強まりをみせる。 

「⑧家庭の事情で大学への進学自体を見直す生徒」は、多くの先生が変化なしと感じていることがわかる。

ただし、「減っている」「やや減っている」を合わせても１％に満たず、依然として家庭環境の厳しさが高校生

の進学に影響を与えている様子がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

※アンケート概要 

 実施期間：2021 年 10 月～12 月 対象：高等学校教員 

 回答数：365 名（文中のグラフはこのうち未回答者を除いて集計） 
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＜グラフ２＞就職環境・家庭環境による進路選択の変化と奨学金の活用について 


